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はじめに 

宍道湖は島根県東部に位置し，一級河川斐伊川

水系の一部であり，大橋川・中海・境水道を介して

日本海と接続する．宍道湖は下流側に同じく汽水湖

である中海を持つ連結汽水湖で，その塩分濃度は斐

伊川河川水の影響を強く受け，平均的な塩分濃度は

海水の約 1/10と低い事が特徴である．シラウオ
Salangichthys	 microdonは本湖で多獲される魚介

類の一つで，庶民の食材として親しまれてきた．本

種は年によって漁獲量の豊凶が著しく１），近年は減

少傾向にある（図１）．著者らは本湖のシラウオ資

源を増やす取り組みの基礎資料として，水深別の産

卵，発生，受精卵が砂に埋まった場合のふ化，仔稚

魚および成魚の分布状況を調査したので報告する．	

材料と方法 

産卵と卵の発生状況 2013～2017年の１～５月
にかけ，毎月１回，水深１ｍ以浅の９地点（大橋

川，松江，玉湯，来待，宍道，斐川，伊野，秋鹿，

浜佐陀）と，水深２ｍの４地点（松江，秋鹿，斐

川，来待）で２回ずつ採泥し，産着卵の有無，個数

を確認した．また，2017年の調査では，従来の調
査地点に加え，水深３ｍの２地点（秋鹿，来待沖

合）における１回の採泥を追加した. 水深 1ｍ以浅
の地点は徒歩により，２ｍ以深の場所は調査船「ご

図１．宍道湖におけるシラウオの漁獲量	

（宍道湖漁協HPより）	

図２．シラウオ卵の採集地点（SM式採泥器）	
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が近い卵が採集された．また，秋鹿水深１ｍでは産

卵基質が適当でなかったためか，卵が一度も採集さ

れなかった．図７に秋鹿と来待の水深１～３ｍにお

けるシラウオ卵の月別水深別発生別の出現状況を示

す．産出間もない卵やふ化が近い卵は両地点ともに

水深２～３ｍで多く数十粒から百数十粒/0.05ｍ2出

現したが，水深１ｍの湖岸では数粒から十数粒と僅

かであった．山口４），榊ら５）はシラウオの主産卵

場は水深１ｍ付近を中心に多く，深い場所では卵が

少ない傾向があると述べている．また，本湖では波

浪の影響でシジミ生貝が湖岸に打ち上がることがあ

る．このことから，本湖の水深１ｍで卵が深場に比

べて少ないのは波浪などによる漂砂と共に砂礫に付

着した卵が浜辺へ打上げまたは深場へ運ばれたため

で，卵の多くが水深２ｍ以深の深場でふ化している

と推察された．

図４．2013年～2017年のシラウオ産卵数経月変化

図５．2013年～2017年３月(産卵盛期)のシラウオ卵の
水深別分布(○印は秋鹿，来待の水深３ｍを示す)	

図６．シラウオ卵の月別水深別発生割合	

卵未採集， ，  産出直後(受精・卵割) ， 

ふ化間近(眼胞黒色色素胞出現) 
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図７．2017年のシラウオ卵の地区別水深別 
発生状況(水深 2ｍ，3ｍはシジミ漁場) 

北岸(秋鹿沖) 南岸(来待沖) 
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ず」を使用し，採泥はスミス・マッキンタイヤー式

採泥器（採泥面積 1/20ｍ2）を用いた（図２）．採

泥試料はその場で篩（目合 500µｍ）を用いてふる
い，篩上に残った試料を実験室に持ち帰った後，ロ

ーズベンガルによる生体染色と 10％ホルマリンに
よる固定を行った．採集から１日以上染色・固定し

た試料からシラウオ産着卵を拾い出し，１ｍ2あた

りの産卵数を算出した．2017年に実施した調査に
ついては，水深別に産出間もない卵割期までの卵

と，眼胞黒色色素胞出現以降のふ化が近い卵に分け

て計数した．シラウオ卵と他魚種の卵との区別は，

卵門からのびる 10数本の付着糸の存在により同定
した２）．	

埋砂による受精卵の孵化影響試験 時化やシジ

ミ漁による湖底攪乱が，湖底のシラウオ産着卵を埋

砂させる可能性が考えられる．そこで，埋砂がシラ

ウオ産着卵の孵化に及ぼす影響について明らかにす

る事を目的に，シラウオ受精卵を用いた孵化試験を

行った．試験は 2017年３月３日～４月３日と，同
年３月 20日～４月 13日の２回行った．試験は砂
礫に付着した受精卵が砂に埋まった状態を再現した

埋砂区と，何も行わない対照区を設けた．それぞれ

の試験区は，濾過湖水を入れた 10ℓ角形水槽に，
湖岸の砂礫 10ｍｍを敷いたシャーレ（φ10ｃｍ）
各１個を静置した．シラウオ受精卵は，宍道湖で操

業されている「ます網」の漁獲物を用い，シャーレ

中の砂礫上に乾導法による受精直後の人工受精卵を

目分量で数 10粒ずつ速やかに振り掛けた．その
後，埋設区は受精卵の上に砂礫を更に５～10ｍｍ
振り掛けて卵を埋め，対照区はそのままとした．試

験中飼育水は止水・微通気とし，７日置きに 1/2換
水し，両区のふ化状況を観察した． 
仔稚魚および成魚の分布調査 調査地点を図３

に示す．シラウオ孵化仔魚の分布状況を把握するた

めに 2013～2017年の４月，５月に宍道湖流入河川
沖など，沿岸 14地点で調査船「かしま」（0.5ト
ン）を用い，稚魚ネット（口径 80cm，網長 3.5
ｍ，目合２mm）による採集を行った．採集は，約
１ノット３分間の表層水平曳により行った．シラウ

オ仔魚の識別は背鰭基部と肛門の位置，幽門垂の位

置などを基準とした３）．また，2016年６月から翌
年１月にかけ，各月１回，水深１～1.5ｍの湖岸 11
地点と，水深３～６ｍの沖合 10地点で，曳網によ
る採集を行った．湖岸については 50ｍを人力で曳
網し，沖合については，調査船「ごず」による 600
ｍの表層曳きを行った．使用した漁具は，湖岸調査

の６月から７月までが全長６ｍ，網幅約５ｍ，網高

さ約 1.5ｍ，目合 1.9mmの漁具を使用し，その他
の期間は調査船による沖合調査に使用した漁具（同

一規模の漁具で目合 2.1ｍｍ）を使用した．これら
の調査で得られた試料は直ちに 10％ホルマリン固
定し，実験室で体長測定と計数を行った． 

	

結果と考察 

 

産卵の状況 2013～2017年１～５月の水深 1ｍ
と２ｍの月別合計産卵数を図４に示す．産卵盛期は

３月，４月だが，産卵数は 840～21,640粒/ｍ2と

年変動が大きかった．図５に産卵盛期であった３月

の水深別産卵状況を示す．秋鹿，来待の水深１ｍの

浅場では０～数百粒/ｍ2と少量であったが，水深２

ｍでは他地点と比べても多く，特に 2017年の来待
水深３ｍでは 6,120粒/ｍ2が採集された．次に産卵

数が多かったのは浜佐陀，大橋川，松江，玉湯で

100粒/ｍ2前後であった．一方，本湖西側の伊野，

斐川，宍道では０～80粒/㎡と毎年少ない産卵状況
であった．シラウオの産卵基盤は砂粒で，シラウオ

は泥分が多いところでは産卵しないとされる２）．調

査地点の表層底質の性状は目視によると，来待と玉

湯が砂質，秋鹿が砂質または砂泥質，斐川が泥質で

あったことから底質の違いが産卵に大きく影響して

いたと考えられた． 
卵の発生状況 斐川，来待，松江，秋鹿の水深
１ｍと２ｍで１～５月に採集されたシラウオ卵の月

別発生割合を図６に示す．産出間もない卵は１月に

来待の水深２ｍで採集され，２月には５地点で出現

した．３月にはふ化が近い卵が５地点で出現した．

５月には卵が採集されない地点が増加したが，来

待，松江，秋鹿の水深２ｍで産出間もない卵とふ化

図３．シラウオ仔稚魚分布調査(稚魚ネット・曳網)	

〇 曳網（湖岸） 

◎ 稚魚ネット（沿岸） 

● 曳網（沖合） 
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72ｍｍ，12月から翌年１月が 58～90ｍｍであっ
た．	

以上のことから，仔稚魚期のシラウオは７月頃

まで湖岸が主な生息場となり，成長に伴い９月以降

は湖深部を含む沖合へ移動・分散すると考えられ

た．昭和 62年に稚魚期および成魚の春から秋にか
けての移動行動調査を行っているが３），今回の調

査からも同様の結果が得られた．	
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受精卵の埋砂によるふ化状況	 表１に水槽飼育試

験結果を示す．ふ化日数は 16～31日，飼育水温
7.0～14.5℃で，水温が低いほどふ化期間が長かっ
た．ふ化尾数は対照区が 16～50尾で大半がふ化し
たとものと思われたが，卵が砂に埋まった試験区で

はふ化尾数が１～３尾と少なく大半の受精卵が死滅

したものと考えられた．このことから，水深約２～

４ｍで行われるシジミ操業や波浪などにより砂礫で

埋まった受精卵は死滅する可能性が大きいと推察さ

れ，産卵が多く見込まれる水域ではシジミ操業の自

粛等，保護対策の実施が望ましいと考えられた．	

仔稚魚および成魚の分布状況	 2014～2017年４
月，５月にかけて行った稚魚ネットによるシラウオ

の分布状況を図８に，2016年 6月～2017年１月
にかけて行った人力による曳網および調査船による

船曳網のシラウオ分布状況を図９，図 10に示す．
稚魚ネット曳による調査では，４月の採集尾数が多

く，10尾以上が３～６地点，100尾以上が２地点
であったが，５月になると，いずれの年も本湖全域

で 10尾未満/地点と激減した．採集された仔魚の標
準体長の範囲は，４月が３～20ｍｍ，５月が４～
20ｍｍであった．湖岸で行った人力による曳網で
は，６月，７月の調査地点数の半数以上で採捕があ

り，特に西側と南側で 1～607尾/50ｍと多く採捕
された．８月以降，翌年 1月までの採捕は僅か３
地点で１～23尾/50ｍと激減した．採集された稚魚
および成魚の標準体長の範囲は６月が 18～31㎜，
７月が 24～36ｍｍ，８月，９月が 30～36ｍｍ，翌
年１月が 67～91㎜であった．船曳網による沖合の
調査では，６月，７月は西側の調査地点１～３ヶ所

で１～10尾/600ｍの採捕があったが，８月の調査
では本湖全域で採捕がみられなかった．９月以降は

調査地点数の５～８割で１～79尾/600ｍの採捕が
あり，湖心部を含む本湖全域で採捕がみられた．採

捕されたシラウオの標準体長は６月，７月が 24～
32ｍｍ，９月が 32～42ｍｍ，10月，11月が 46～

表１．シラウオ受精卵が砂を被った影響	

（水槽飼育試験結果）	

試験区 対照区
試験回数
（月日）

ふ化尾数 ふ化尾数 ふ化日数
（砂を被せた）（砂を被せない）　　（水温）

21～31日

（7.0～14.5℃）

16～24日

（10.0～14.5℃）

50尾

2回目
（3/20～4/13） 1尾 16尾

1回目
（3/3～4/3） 3尾

図８．2014年～2017年 4月，5月の稚魚ネットによ
るシラウオの沿岸における分布

図９．2016年６月～2017年１月の人力曳網による	

シラウオの湖岸における分布	
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図10．2016年６月～2017年１月の船曳網によるシ

ラウオの沖合における分布	

9宍道湖におけるシラウオの水深別産卵，発生，ふ化，仔稚魚および成魚の分布


